
日本基督教団 八ヶ岳伝道所 待降節第三週 主日礼拝  NO.1150  2020 年 12 月 13 日 

牧師  山本護   奏楽 山本恵美    第一部礼拝  司式  竹内雅子    9:30~10:30 

※讃美は二番まで歌います               第二部礼拝   司式  清水由可      11:00~12:00                                                             

前  奏 黙想 

讃 美 歌  97 朝日はのぼりて 

祈  禱 

聖  書 民数記 24:16~17 

ルカによる福音書 2:1~7 

讃 美 歌 102 もろびと声あげ 

説  教 『 ほんの片隅の驚くべき奇跡 』 

祈  禱 

讃 美 歌  114 あめなる神には 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

讃  詠 546 聖なるかな 

祝  禱  

後  奏 ※信仰告白は当面省略します。 

 御言葉をじっと見つめて焦点を合わせていく前に、まず今日の聖書箇所を遠目で概観してみよう。 

「彼らがベツレヘムにいるうちに、マリアは月が満ちて、初めての子を産み、布にくるんで飼い葉

桶に寝かせた。宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである(ﾙｶ 2:6~7)」。牧童だったダビデの出

身地ベツレヘムは牧畜を生業とする寒村であった。その村の片隅の、家畜小屋の飼い葉桶に眠る幼子。 

そして飼い葉桶の対極には、皇帝アウグストゥスやシリア州総督キリニウスがいる(2:1~2)。キリニ

ウスはローマ帝国内でユダヤ総督ピラト(23:1)の上司にあたり、人頭税を滞りなく徴収するための住

民登録(2:1)の徹底ぶりが思い浮かぶ。帝国の公文書によるとキリニウスの総督着任は紀元後 6 年。で

あれば降誕はそれ以降になるが、福音書は歴史的な整合性を気にしないので降誕年は定かではない。 

聖書箇所を概観できただろうか。片や寒村の、家畜小屋の、飼い葉桶に眠る幼子。もう一方は、地

中海全域の広大な世界を治める帝国の皇帝や総督。この極小極大のコントラストを示して福音書は何

を語ろうとしているのか。世界の民を救う神の御子が地上に生まれたとてつもない出来事を、極めて

小さな「現実」として語る。あたかも衛星写真によって、焦点が地球全体から伝道所の敷地にまでグ

グッと絞られていくように。私たちの視線は世の全体から、小さな飼い葉桶の幼子に集中する(2:7)。 

降誕の小ささだけでなく周囲の暗さも見ておこう。ヨセフとマリアはなぜ家畜小屋に宿ったのか。

「宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである(2:7)」。この箇所「客間に入れてもらえなかった」

とも訳せる。ヨセフは故郷のベツレヘムに帰ったのだから、親族や友人に歓迎され「おおっよく帰っ

て来た。何日でも泊まっていきなさい」となるのが常だが、どこか不穏な空気を感ずる。この冷やか

さは何なのか。不貞な娘マリア(ﾏﾀｲ 1:18~19)を娶った(1:24~25)ことへの蔑視かもしれない。いずれに

せよ彼らは故郷へ帰ったのに、いや縁故の深い故郷であるがゆえに、身に染みる排斥を受けた(13:57)。 

このただ中に神の子イエスはお生れになった(ﾙｶ 2:6~7)。ここが重要なのだ。私たちはいつもどこか

に暗い夜を抱えている。順境でも逆境でも、押し殺している私の暗闇に神の子がやって来る。降誕の

直前、洗礼者ヨハネの父ザカリアは預言した。「高い所からあけぼのの光が我らを訪れ、暗闇と死の陰

に座している者たちを照らす(1:78~79)」。「暗闇と死」とは個々の人間のことであり、世界全体のこと。

極めて小さな飼い葉桶の奇跡が、帝国の領域(2:1)を超え、人間の清濁を超え、あけぼのの光となる。 

神の託宣を受けたバラム(異国人の謂)の言葉は、「目の澄んだ者の言葉(民数 24:15)」、「幻を見る者、

目を開かれている者の言葉(24:16)」。「わたしには彼が見える。しかし今はいない。彼を仰いでいる。

しかし間近にではない。ひとつの星がヤコブから進み出る(24:17)」。謎めいた神の幻だが、天空に輝

く無数の星辰から「ひとつの星」を見いだすらしい。「いと高き神の知識(24:16)」による目で。 

世界が暗い夜、私たちは聖霊を受けバラムのような「澄んだ目」を得て降誕を見つめる。今こそ一

つの星を(24:17)、あけぼのの光を(ﾙｶ 1:78)、降誕の一点を証言する。世のためにも、自分のためにも。 

降誕は片隅の小さな光 闇が深まるほどに照度は増し 心地良く晴れた時にはその場に溶けている 

成功や利益で降誕を見つけることはできない 降誕の在り処が分らないならそれなりに幸福なのだ 

本日午後はｷｬﾝﾄﾞﾙｻｰﾋﾞｽのための飾りつけ準備、ﾄｰﾝﾁｬｲﾑの練習もあります。12/19(土)1:30～3:00

八ヶ岳ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ｶﾌｪ開催。次主日 12/20は降誕祭礼拝で聖餐式をし、第二部では洗礼式も行います。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


